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予爵
篁啓
編1
成才

の
む

町つ政

コか
ヂし
1さ

　
新
年
度
の
予
算
編
成
作
業
は
、
日
程

面
か
ら
み
る
と
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
ほ

ぼ
目
標
に
添
っ
た
線
で
進
ん
で
い
る
と

い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
　
一
歩
そ
の
内
容
に

立
ち
入
っ
て
み
た
場
合
、
毎
年
の
こ
と

と
い
い
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
、
生
み
の

苦
じ
み
が
あ
り
ま
す
。

　
収
入
面
の
き
ぴ
し
さ
と
反
比
例
す
る

よ
う
に
、
年
々
、
財
政
需
要
が
増
大
し

多
様
化
し
て
き
て
、
陣
痛
と
い
っ
て
よ

い
予
算
の
編
成
難
は
、
度
を
強
め
る
い
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っ
ぽ
う
な
の
で
す
。

　
四
十
七
年
度
は
、
一
般
会
計
の
場
合

三
億
七
千
万
円
程
度
に
見
積
も
り
さ
れ

た
一
般
財
源
に
、
プ
ラ
ス
国
県
支
出
金

地
方
債
そ
の
他
の
特
定
財
源
で
、
予
算

規
模
を
、
だ
い
た
い
五
億
五
千
万
円
あ

た
り
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
乙
れ
に
対
し
て
、
各
課
か
ら
の
要
求

を
生
集
計
し
た
結
果
の
数
字
は
、
五
億

九
千
六
百
万
円
余
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
査
定
に
ょ

っ
て
削
減
を
必
要
と
す
る
の
は
、
予
算

’
■
の
の
δ
δ
o
・
あ
δ
・
■
ρ
の
ゆ
0
9
0
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」
ρ
鼻
，
・
ρ
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♪
』
∂
の
　
　
の
∂
’
の
・
・
の

規
模
の
見
込
み
額
か
ら
考
え
て
、
約
四

千
六
百
万
円
と
い
う
額
に
な
り
ま
す
。

　
一
口
に
四
千
六
百
万
円
の
削
減
と
い

っ
て
み
ま
し
た
。
た
し
か
に
、
予
算
査

定
は
即
削
減
と
い
う
面
を
否
定
で
き
な

い
の
で
す
が
、
そ
の
段
階
で
の
難
儀
は

た
い
そ
う
な
も
の
で
す
。

　
　
切
実
な

　
　
　
各
課
要
求

　
な
ぜ
な
ら
、
四
千
六
百
万
の
超
過
額

と
い
う
も
の
が
、
各
課
で
ぎ
り
ぎ
り
切

り
つ
め
て
、
こ
れ
だ
け
は
ど
う
し
て
も

予
算
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

そ
の
要
求
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
あ
げ

く
の
数
字
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
す

　
特
に
、
こ
こ
の
と
乙
ろ
、
予
算
を
押

え
き
れ
な
い
要
素
が
た
く
さ
ん
存
在
す

暖
冬
異
変
も

　
　
終
止
符
か

　
写
真
は
、
役
場
裏
手
に
あ
る

積
雪
計
の
今
月
二
日
の
状
況
。

雪
が
あ
る
こ
と
は
あ
る
の
で
す

が
、
さ
て
、
何
セ
ン
チ
と
読
み

と
つ
て
よ
い
や
ら
。

　
昨
年
の
こ
の
乙
ろ
は
、
百
八

十
セ
ン
チ
前
後
の
積
雪
で
、
屋

根
の
雪
降
ろ
し
も
、
五
回
を
数

え
る
と
こ
ろ
が
ざ
ら
に
あ
り
ま

し
た
。

　
七
、
八
日
の
降
雪
ぷ
り
か
ら
、

例
の
な
い
暖
冬
異
変
に
お
別
れ

し
て
、
ど
う
や
ら
冬
ら
し
く
な

り
そ
う
な
様
子
で
す
が
、
は
て
．

さ
て
、
こ
の
影
響
は
？

る
の
は
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
か
ら
、

な
お
の
こ
と
で
す
。

　
で
す
か
ら
内
各
課
に
共
通
し
た
事
務

的
経
費
を
、
軒
並
み
に
節
減
し
て
い
く

作
業
な
ど
は
、
お
き
ま
り
の
段
階
と
い

っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
財
政
を
担
当
す

る
企
画
室
が
、
こ
れ
ま
で
、
計
算
機
の

一
台
す
ら
持
っ
て
い
な
か
つ
た
な
ど
と

い
う
の
は
、
キ
カ
イ
万
能
時
代
に
、
あ

な
が
ち
笑
っ
て
ば
か
り
い
ら
れ
な
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、
事
務
費
の
節
倹
く
ら
い

で
帳
じ
り
が
合
う
な
ら
、
苦
労
は
い
り

ま
せ
ん
。

　
ご
認
識
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
に
、

予
算
と
い
う
の
は
、
そ
の
内
容
が
い
か

に
効
率
的
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
生
命

が
あ
り
、
体
裁
ば
か
り
つ
く
ろ
っ
て
み

て
も
し
か
た
の
な
い
こ
と
で
す
。

真
の
装
飾
は

　
個
々
の
事
業
に
つ
い
て
も
同
様
で
、

そ
の
点
、
む
だ
を
省
く
努
力
、
虚
飾
を

さ
け
る
方
針
を
も
っ
て
、
予
算
編
成
を

貫
く
と
い
つ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
目
下
の
状
況
で
、
明
年
度
に
見
込
ま

れ
て
い
る
新
し
い
事
業
は
、
川
西
中
水

泳
プ
ー
ル
の
建
設
や
橘
の
保
育
所
整
備

事
業
、
同
じ
く
橘
地
区
に
簡
易
水
道
建

設
、
さ
ら
に
診
療
所
の
整
備
と
つ
づ
き

ま
す
。

川
西
中
プ
ー
ル
の
建
設
問
題
で
は
、

一
月
の
町
議
会
臨
時
会
で
請
願
が
採
択

さ
れ
た
直
後
、
根
津
町
長
は
特
に
発
言

を
求
め
、
　
「
質
実
剛
健
な
プ
ー
ル
を
作

り
た
い
。
」
と
言
明
し
ま
し
た
。
や
が

て
き
た
る
夏
に
、
プ
ー
ル
の
水
を
き
る

統
合
中
学
校
生
徒
の
健
康
な
肉
体
。
そ

の
肉
体
に
ま
さ
る
装
飾
は
望
む
べ
く
も

あ
り
ま
せ
ん
。

囹
行

事

　
　
　
二
　
　
月

二
日
　
農
業
委
員
会
、
町
婦
人
会

　
役
員
会
、
野
口
婦
人
学
級

三
日
　
町
議
会
土
木
厚
生
委
員
会

四
日
　
土
地
改
良
区
役
員
会
、
町

養
豚
振
興
会

五
日
　
木
島
子
ど
も
会
節
分
会

六
日
　
千
手
婦
人
会
役
員
研
修
会

八
日
　
上
野
婦
人
会
役
員
リ
ー
ダ

ー
研
修
会

十
五
日
　
農
協
合
併
推
進
協
事
務

　
局
会
議
、
橘
婦
人
団
体
研
修
会

士
ハ
目
川
西
中
学
校
プ
ー
ル
建

設
委
員
会

十
七
日
　
木
落
婦
人
学
級

十
八
日
　
上
野
婦
人
学
級

二
十
一
目
　
教
育
委
員
会
、
林
業

推
進
協
議
会

二
十
六
日
　
第
二
次
構
造
改
善
事

業
事
務
局
会
議

二
十
八
日
　
第
二
次
構
造
改
善
事

業
推
進
会
議

　
巡
回
心
配
ご
と
相

　
談
の
日
程

二
月
十
六
日
　
月
見
荘

〃
二
十
三
日
　
上
野
連
絡
所

三
月
一
日
　
月
見
荘

〃
八
日
橘
出
張
所

〃
＋
五
日
月
見
荘

〃
二
十
二
日
　
上
野
連
絡
所

〃
二
十
九
日
　
仙
田
出
張
所

、
難
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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町
議
会
報
告
（
一
月
臨
時
会
）

　
　
　
川
西
中
の
プ
ー
ル
建
設
請
願
は
採
択

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
与
費
を
中
心
に
一
般
・
特
別
各
会
計
を
補
正

ll川1””1”川””ll”1・川1”ll口

　
課
題
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
例
外
と
な
り
え
な
い
一
九
七
二
年
、
そ
の
課
題
に
む
け

て
決
意
を
新
た
に
す
る
町
議
会
一
月
臨
時
会
は
、
さ
る
二
十
四
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た

こ
の
臨
時
会
は
、
午
前
十
時
開
議
、
根
津
町
長
お
よ
ぴ
和
久
井
議
長
か
ら
恒
例
の
年
頭

の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
の
ち
議
事
に
は
い
り
、
議
員
発
議
一
つ
を
含
む
四
つ
の
条
例
案

と
、
七
つ
に
及
ぶ
町
の
一
般
、
特
別
各
会
計
補
正
予
算
案
を
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
、
ほ
か
に
、
継
続
審
査
中
の
請
願
一
件
を
付
託
委
員
会
の
結
論
ど
お
り
採
択
し
、
午

後
二
時
過
き
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
各
会
計
予
算
の
補
正
は
、
人
事
院
の

勧
告
に
よ
る
職
員
給
与
の
ぺ
・
ア
が
主

体
で
、
一
般
会
計
の
場
合
、
総
額
は
増

減
せ
ず
、
現
計
予
算
内
で
操
作
し
ま
し

た
。
ま
た
、
請
願
の
委
員
会
審
査
報
告

は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
し
た
。

　
登
坂
総
文
委
員
長
　
川
西
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
プ
1

　
の
報
告
要
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
建
設

が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い

の
で
、
委
員
会
で
の
審
査
は
、
も
っ
ぱ

ら
次
の
点
に
集
中
し
ま
し
た
。

　
す
な
わ
ち

X
五
十
メ
ー
ト
ル
規
模
で
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
の
か
ど
う
か

X
県
下
の
建
設
状
況
は
ど
う
か

》
四
予
定
し
て
い
る
位
置
の
地
盤
は
だ

　
い
じ
ょ
う
ぶ
か

X
補
助
お
よ
ぴ
起
債
は
ど
の
程
度
の

見
通
し
で
あ
る
か

　
以
上
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
五
十
メ
聖
ト
ル
プ
竃
ル
建
設

の
是
非
で
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
の
指
導

上
二
十
五
メ
ー
ト
ル
で
は
狭
す
ぎ
る
こ

と
、
体
位
の
面
か
ら
み
て
、
小
学
校
と

異
な
り
大
き
な
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
こ
と
、
中
学
校
は
全
町
一
校
に
統

合
予
定
で
あ
る
こ
と
や
一
般
町
民
の
利

用
も
考
慮
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
な
ど

の
理
由
か
ら
、
五
十
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル

が
適
当
と
い
う
結
論
を
得
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　
県
下
中
学
校
の
保
有
状
況
の
う
ち
、

現
在
、
五
十
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
を
持
つ

て
い
る
の
は
十
日
町
中
馬
大
和
中
な
ど

五
、
六
校
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
今

後
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

い
ず
れ
も
五
十
メ
ー
ト
ル
規
模
で
あ
る

と
い
う
点
、
お
お
い
に
参
考
と
な
る
動

向
で
あ
り
ま
す
。

皿”””川”””ll”鯉”1，1”置㈹”

　
次
に
、
位
置
の
問
題
に
つ
い
て
、
予

定
地
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
特
別
教
室
西

側
は
地
盤
が
堅
く
、
建
設
に
当
た
っ
て

慎
重
な
調
査
の
必
要
で
あ
る
こ
と
は
当

然
と
し
て
、
ま
ず
心
配
の
な
い
場
所
で

あ
る
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。

　
財
政
面
の
見
通
し
で
は
、
補
助
金
は

百
万
円
程
度
し
か
予
定
で
き
ず
、
起
債

も
五
百
万
円
が
限
度
に
近
い
数
字
で
あ

り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
工
事
費
を
二
千
五
百

万
円
ほ
ど
と
み
た
場
合
、
約
千
九
百
万

円
の
町
費
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
地
元
負
担
の
問
題
も
出
さ
れ
ま
し
た

年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
町
長
（
上
）
、
議
長
（
下
）

が
、
財
政
上
ど
う
し
て
も
や
む
を
得
な

い
場
合
は
と
も
か
く
、
町
一
校
の
プ
ー

ル
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
基
本
的
に

は
地
元
負
担
は
し
な
い
方
向
で
検
討
す

べ
き
だ
と
い
う
、
委
員
の
一
致
し
た
意

見
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
一
町
一
中
学
校
の

整
備
に
向
け
て
、
本
年
、
ま
ず
五
十
メ

ー
ト
ル
の
プ
ー
ル
を
建
設
す
る
の
が
急

務
で
あ
り
、
本
請
願
に
対
す
る
委
員
会

の
決
定
は
「
採
択
」
で
あ
り
ま
す
。

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
　
　
：
：
：
：
：
②

〈
上
野
地
区
V

◎
上
野
・
上
村
常
助
　
◎
元
町
・
押
木

増
雄
　
◎
下
平
新
田
・
清
水
富
二
郎

◎
新
町
新
田
・
小
島
庄
作
　
◎
星
名
新

田
・
田
村
文
作

く
橘
地
区
V

◎
原
田
・
根
津
亥
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

条
例
制
定
の

　
　
　
あ
ら
ま
し

◎
川
西
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　
附
則
（
施
行
の
期
日
や
細
則
の

　
定
め
方
な
ど
を
規
定
し
た
部
分
）

　
を
改
正
し
た
も
の
で
、
い
ま
ま
で

　
項
立
て
に
な
っ
て
い
た
附
則
の
構

　
成
を
条
立
て
に
な
お
し
、
各
条
文

に
見
出
し
を
つ
け
て
わ
か
り
や
す

く
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
内
容

の
整
理
も
し
て
い
ま
す
。

◎
川
西
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員
給
与

　
べ
盲
ス
等
の
改
定
を
盛
り
こ
ん
だ

　
改
正
で
、
給
料
表
の
改
定
を
主
体

　
に
、
扶
養
手
当
の
増
額
（
例
”
配

偶
者
の
月
額
千
七
百
円
が
二
千
二

百
円
に
）
、
期
末
手
当
の
○
・
一

増
や
初
任
給
調
整
手
当
の
改
正
を

行
な
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
新

し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
児
童
手
当
を

受
け
る
場
合
の
扶
養
手
当
と
の
関

係
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

◎
皿
川
西
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
ぴ
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

　
一
般
職
の
場
合
と
同
じ
く
、
議

員
の
期
末
手
当
を
○
・
一
ア
ッ
プ

す
る
改
正
で
す
。

◎
川
西
町
議
会
常
任
委
員
会
及
ぴ
特

別
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
　
こ
の
一
部
改
正
条
例
は
議
員
発

　
議
に
よ
る
も
の
で
、
改
正
の
内
容

　
は
、
昨
年
十
二
月
の
課
設
置
条
例

幼
稚
園
児

の
　
募
　
集

　
四
月
入
園
の
川
西
幼
稚
園
児
を
、

次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す

一
募
集
対
象

　
e
五
歳
児
（
昭
和
四
十
一
年
四

　
　
月
二
日
か
ら
翌
四
十
二
年
四
月

　
　
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
も

　
　
の
）
で
あ
る
こ
と
。

⇔
川
西
町
全
域
か
ら
、
年
間
通

　
　
園
可
能
で
あ
る
こ
と
。
　
（
例
年

　
　
の
応
募
結
果
は
、
千
手
小
学
校

　
　
の
通
学
区
域
内
に
住
所
を
有
す

　
　
る
も
の
だ
け
で
し
た
。
）

二
手
続
き

e
決
め
ら
れ
た
入
園
願
書
に
必

　
　
要
事
項
を
記
入
し
、
役
場
内
川
”

　
　
西
町
教
育
委
員
会
事
務
局
に
提

　
　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⇔
願
書
の
提
出
期
限
は
、
二
月

　
　
末
日
で
す
。

〔
日
願
書
の
用
紙
は
、
役
場
の
窓

　
　
口
に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
か

　
　
ら
、
お
出
か
け
に
な
っ
て
請
求

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

改
正
に
伴
い
、
土
木
厚
生
常
任
委

員
会
の
所
管
中
「
土
木
課
の
所
管

に
関
す
る
事
務
」
と
『
水
道
課
の

所
管
に
関
す
る
事
務
』
を
削
り
、

新
た
に
、
　
「
建
設
課
の
所
管
に
関

す
る
事
務
」
を
さ
し
入
れ
た
も
の

で
す
。

　
な
お
、
議
員
が
議
案
を
提
出
す

る
に
は
、
議
員
定
数
の
八
分
の
一

以
上
の
者
の
賛
成
を
要
し
ま
す
。
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民
生
委
員
、

い
っ
せ
い
改
選

総
務
に
渡
貫
さ
ん

　
昨
年
の
十
二
月
一
日
付
け
で
民
生
委

員
の
い
っ
せ
い
改
選
を
行
な
つ
た
結
果

次
の
皆
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
三
年
、
氏
名
の
次
の
カ
ッ
コ

内
は
、
担
当
し
て
い
た
だ
く
区
域
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
宮
　
徳
次
郎
（
中
島
町
、
山
野
田
、

　
　
　
下
平
、
発
電
所
通
り
、
永
久
公

　
　
　
舎
、
四
郎
兼
）

○
大
渓
晶
子
（
東
善
寺
、
上
町
、
神

　
　
　
社
町
）

○
小
海
　
大
成
（
中
央
町
、
田
中
町
、

　
　
　
寺
尾
）

○
南
雲
　
良
（
中
屋
敷
、
木
島
、
学
校

　
　
　
町
）

○
保
坂
　
ト
シ
（
沖
立
）

○
藤
本
　
秀
雄
（
伊
友
、
高
原
田
）

O
中
村
　
由
蔵
（
坪
山
、
霜
条
、
鶴
吉

　
　
　
平
見
）

○
富
井

○
押
木

○
渡
貫

Ω
局
橋

源
蔵
（
上
野
、
下
平
新
田
）

喜
策
（
元
町
、
星
名
新
田
）

栄
一
（
新
町
新
田
）

久
蔵
（
三
領
、
小
根
岸
）

○
丸
山
久
一
郎
（
原
田
、
根
深
、
下
原
）

○
滋
野

○
田
中

○
田
口

○
南
雲

薫
良
（
野
口
、
四
十
歩
）

利
八
（
仁
田
、
塩
辛
）

忠
三
（
寺
ケ
崎
、
木
落
）

源
次
（
中
仙
田
）

○
高
野
寅
五
郎
（
室
島
）

鍵舘繋暑
橋坂橋橋野橋木

利
栄
（
小
脇
）

栄
一
（
高
倉
、
霧
谷
）

寅
一
（
藤
沢
）

米
治
（
田
戸
、
越
ケ
沢
）

秀
男
（
赤
谷
）

六
郎
（
岩
瀬
、
大
倉
）

克
義
（
大
白
倉
）

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
総
務
に
渡
貫
栄
一
さ
ん
、
副

総
務
に
藤
本
秀
雄
さ
ん
が
互
選
さ
れ
て

い
ま
す
。

の
か
た
が
た
に
、
長
寿
を
お
祝
い
し
て

記
念
の
座
ぷ
と
ん
を
贈
り
ま
し
た
。
か

っ
こ
内
は
世
帯
主
の
皆
さ
ん
で
す
。

○
田
中
　
林
平
（
小
白
倉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
福
祉
関
係
で
尋
ね
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
、
よ
け
い
の
気
づ

か
い
を
な
さ
ら
ず
に
委
員
に
ご
相
談
に

七
人
に

　
　
　
米
寿
の
お
祝
い

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
と
し

も
、
呼
ぴ
年
八
十
八
歳
に
な
ら
れ
た
次

小小藤田丸田平
林林巻口山畑野

ハ
ツ
（
富
夫
）
永
久
公
舎

留
吉
（
留
吉
）
元
町

ミ
テ
（
米
吉
）
木
落

ヨ
シ
（
正
平
）
木
落

イ
ト
（
清
助
）
寺
ケ
崎

リ
ョ
（
一
也
）
中
仙
田

カ
タ
（
正
治
）
中
仙
田

　
（
こ
と
し
対
象
に
な
っ
た
の
は
、
明

治
十
八
年
生
ま
れ
の
か
た
で
す
。
）

前
民
生
委
員
に

感
謝
状

　
　
　
渡
辺
さ
ん
ほ
か
四
人

　
別
掲
の
よ
う
な
、
民
生
委
員
の
改
選

に
際
し
、
こ
れ
ま
で
二
十
二
年
も
の
長

い
間
、
地
域
の
福
祉
に
尽
く
さ
れ
た
渡

辺
理
平
さ
ん
（
四
郎
兼
）
は
じ
め
、
高

橋
三
代
治
さ
ん
（
田
戸
、
在
職
期
間
十

二
年
）
、
、
小
川
“
富
治
さ
ん
（
岩
瀬
、
同

九
年
）
、
数
藤
奥
治
郎
さ
ん
（
沖
立
、

同
八
年
）
、
岡
島
盛
治
さ
ん
（
大
白
倉

同
四
年
）
の
五
人
が
退
任
さ
れ
ま
し
た

　
以
上
の
皆
さ
ん
に
は
、
厚
生
大
臣
と

町
長
か
ら
各
感
謝
状
を
お
く
り
、
長
年

の
ご
尽
力
を
た
た
え
ま
し
た
。

一
…
…
…
…
…
…
繭
…
＝
三
…
…
…
…
繭
…
…
…
…
…
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輌
…
…
…
…
…
…
＝
嶋
…
…
…
…
…
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＝
顧
＝
…
…
≡
…
…
…
一
＝
…
…
…
…
…
…
騨
…
＝
…
…
…
…
…
帥
繭
…
…
…
＝
…
…
卿
…
…
…
…
＝
…
…
繭
…
＝

町
ぐ
る
み
で
、
事
故
絶
滅
の
運
動
を

（
鵯
薙
姻
簾
響
縫
）

　
全
日
本
交
通
安
全
協
会
と
都
道
府
県

交
通
安
全
協
会
の
主
催
す
る
第
十
二
回

交
通
安
全
国
民
総
ぐ
る
み
運
動
中
央
大

会
が
、
先
月
十
九
、
二
十
日
の
両
日
、

東
京
で
開
催
さ
れ
、
今
回
も
出
席
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
こ
で
、
前
回
同
様
、
参
加
報
告
を

働
兼
ね
て
、
交
通
事
故
防
止
を
町
民
各
位

に
呼
ぴ
か
け
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
の
で
あ
る
。

　
最
初
に
、
大
会
で
決
定
さ
れ
た
本
年

の
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
紹
介
し
て
み
る

と
、
運
転
者
向
け
、
歩
行
者
向
け
、
子

供
向
け
の
順
に
、
次
の
三
本
で
あ
る
。

　
○
と
っ
さ
の
と
き
に
：
：
避
け
ら

　
れ
ま
す
か
：
：
そ
の
運
転
で

　
○
ゆ
っ
く
り
待
つ
て
　
さ
っ
さ
と
渡

　
る

　
○
フ
イ
な
飛
ぴ
出
し
　
も
う
し
ま
せ

　
ん

　
以
上
、
い
ず
れ
も
私
ど
も
が
十
分
に

反
省
し
、
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

教
訓
の
織
り
込
ま
れ
た
、
り
っ
ぱ
な
ス

　
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
単
に
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
終
わ
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と

の
な
い
よ
う
、
運
動
を
展
開
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
大
会
宜
言
も
、
次
の
三
つ
に

主
軸
を
お
い
て
決
議
さ
れ
た
。

1
　
未
来
を
に
な
う
幼
児
に
対
し
、
深

　
い
愛
情
を
こ
め
て
こ
れ
を
保
護
す
る

2
社
会
の
建
設
に
貢
献
し
た
老
人
に

　
対
し
、
尊
敬
と
感
謝
の
念
を
こ
め
て

　
こ
れ
を
保
護
す
る
。

3
自
動
車
を
使
う
も
の
は
、
事
故
を

　
起
こ
さ
ず
、
事
故
を
防
ぐ
こ
と
に
最

　
善
を
つ
く
す
。

　
次
に
、
こ
れ
ら
ス
ロ
！
ガ
ン
の
決
定

や
大
会
宣
言
の
決
議
に
い
た
る
ま
で
の

過
程
と
し
て
、
初
日
に
行
な
わ
れ
た
五

つ
の
分
科
会
の
模
様
を
、
そ
の
報
告
の

中
か
ら
拾
い
上
げ
て
み
た
い
。

　
◎
第
一
分
科
会
　
地
域
団
体
の

　
　
立
場
か
ら

①
交
通
安
全
住
民
の
っ
ど
い
と
犠
牲

者
の
慰
霊
祭
を
行
な
う
②
　
町
内
会

が
事
故
防
止
の
推
進
母
体
に
な
る

③
交
通
指
導
員
の
身
分
確
立

　
◎
第
二
分
科
会
　
職
域
団
体
の

　
　
立
場
か
ら

①
　
従
業
員
の
家
族
を
含
め
た
対
策
の

推
進
②
従
業
員
の
マ
イ
カ
；
対
策

の
強
化

　
◎
第
三
分
科
会
　
運
転
者
の

　
　
立
場
か
ら

①
再
教
育
の
た
め
法
令
と
技
術
講
習

の
充
実
化
　
②
，
予
測
運
転
の
強
化
と

皇
菟
許
の
強
化
③
市
町
村
ご
と
に

専
任
職
員
の
設
置
と
歩
行
者
の
法
令
遵

守
教
育
の
強
化
を
は
か
る

　
◎
第
四
分
科
会
　
婦
人
の

　
　
立
場
か
ら

①
わ
が
家
か
ら
犠
牲
者
を
出
さ
な
い

運
動
②
母
の
会
の
強
化
③
子
供

の
し
つ
け
、
幼
児
の
安
全
対
策
④

交
通
遺
児
の
救
済

　
◎
第
五
分
科
会
　
子
供
の

　
　
立
場
か
ら

①
集
団
登
（
下
）
校
の
徹
底
②

自
転
車
の
乗
り
方
と
整
備
点
検
の
教
育

③校内

に
お
け
る
安
全
教
育
　
以
上
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
真
剣
な
討
論
が

な
さ
れ
、
さ
ら
に
、
第
四
分
科
会
で
全

目
本
交
通
安
全
母
の
会
連
絡
協
議
会
結

成
の
報
告
と
か
、
子
供
の
立
場
か
ら
お

と
な
が
法
令
を
守
る
よ
う
に
、
道
路
や

横
断
歩
道
を
整
備
し
、
遊
ぴ
場
を
作
る

よ
う
に
と
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

を
特
筆
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
交
通
戦
争
の
実
態

　
と
こ
ろ
で
、
間
断
な
く
発
生
す
る
交

通
事
故
は
、
昨
年
一
年
で
六
十
九
万
九

千
七
百
四
十
八
件
を
数
え
、
九
十
四
万

六
千
九
百
五
十
五
人
の
傷
者
と
一
万
六

千
二
百
七
十
八
人
の
死
者
を
出
し
た
。

　
こ
の
数
字
は
、
事
故
件
数
、
死
傷
者

数
と
も
前
年
よ
り
減
少
し
て
い
る
が
、

そ
れ
で
も
、
一
分
間
に
一
・
三
件
、
一

・
八
人
の
割
り
で
死
傷
者
が
出
て
い
る

計
算
に
な
る
。

　
交
通
戦
争
と
い
う
表
現
す
ら
あ
る
が

こ
れ
を
実
際
の
戦
争
に
よ
っ
て
わ
が
国

の
と
う
と
い
礎
石
と
な
ら
れ
た
英
霊
お

よ
ぴ
傷
病
者
の
数
と
比
較
し
た
場
合
ど

の
よ
う
に
な
る
か
。

　
日
清
、
日
露
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦

終
結
ま
で
、
五
十
四
年
間
に
八
回
の
海

外
派
兵
に
よ
る
戦
死
者
、
戦
傷
病
者
の

数
は
五
百
四
十
七
万
八
百
二
十
六
人
。

そ
の
う
ち
の
目
清
戦
争
だ
け
で
は
、
死

者
二
万
九
百
六
十
一
人
、
傷
病
者
を
加

え
る
と
二
十
二
万
七
千
六
百
三
十
六
人

日
露
戦
争
で
は
、
戦
死
者
七
万
二
千
七

百
三
十
四
人
、
傷
病
者
も
合
わ
せ
て
百

九
万
七
千
二
百
七
十
一
人
、
第
二
次
大

戦
で
は
実
に
二
百
九
十
万
人
と
い
う
犠

牲
者
が
出
て
い
る
。

　
い
っ
ぽ
う
、
交
通
事
故
で
は
、
昭
和

三
十
四
年
か
ら
四
十
五
年
ま
で
の
十
二

年
間
に
お
け
る
死
傷
者
は
五
百
十
一
万

三
千
三
百
八
十
人
（
死
者
十
七
万
五
千

六
百
五
十
六
人
）
、
こ
れ
に
表
面
に
出

な
い
数
字
を
合
算
す
る
と
、
戦
争
犠
牲

者
を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
と
推
測
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
戦
争
に
終

結
は
あ
つ
て
も
、
交
通
事
故
に
は
終
結

が
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
郡
市
内
の
交
通
事
故
は
ど

う
か
と
い
う
と
、
昨
年
の
発
生
件
数
二

百
八
十
九
件
、
傷
者
三
百
五
十
七
人
、

死
者
十
七
人
（
う
ち
、
二
十
四
時
間
以

後
の
死
亡
二
人
）
で
、
前
年
に
比
較
し

て
著
し
く
増
加
し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
川
西
町
の
事
故
件
数
が

三
十
八
件
で
、
五
十
一
人
の
負
傷
、
六

人
死
亡
と
い
う
、
F
町
に
と
っ
て
最
悪
の

記
録
と
な
っ
た
。
特
に
、
前
年
の
死
亡

ゼ
ロ
か
ら
一
挙
に
六
人
の
死
者
（
郡
市

全
体
の
三
五
・
三
％
蟹
）
を
出
し
た
こ
と

は
痛
恨
の
窮
み
で
あ
る
。

　
老
人
と
幼
児
の
犠
牲
が
目
だ
つ
て
多

い
交
通
事
故
を
、
み
ん
な
で
防
止
し
、

い
ま
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
。
事
故
絶

滅
の
運
動
に
、
町
民
総
ぐ
る
み
の
ご
協

力
を
念
願
し
て
や
ま
な
い
。

　
　
　
町
交
通
対
策
協
議
会
理
事

　
　
　
　
　
　
田
中
与
三
郎
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所
得
税
●

住
民
税
の
申
告

三
月
十
五
日
が
期
限

　
昭
和
四
十
六
年
分
の
、
所
得
税
の
申

告
納
税
と
、
事
業
税
お
よ
ぴ
住
民
税
の

申
告
期
限
は
、
い
ず
れ
も
三
月
十
五
日

で
す
。

　
申
告
書
を
書
く
際
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
申
告
の
手
引
」
等
を
よ
く
読
ん
で
い

た
だ
き
、
改
正
さ
れ
た
点
な
ど
、
不
明

の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
め
に
、
税

務
署
か
役
場
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
か
た

は
、
別
途
、
事
業
税
や
住
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
所
得
税
の
申
告
を
さ
れ
な

い
か
た
の
場
合
、
住
民
税
の
申
告
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た

事
業
税
に
該
当
す
る
か
た
は
、
そ
の
方

も
、
あ
わ
せ
て
申
告
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
幽
日
～
三
日

　
　
　
役
場
で
納
税
相
談

　
所
得
税
の
納
税
相
談
は
、
例
年
の
よ

う
に
三
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
、
役
場

の
四
階
会
議
室
で
行
な
い
ま
す
。

　
こ
の
、
納
税
相
談
に
お
い
で
の
と
き

は
、
自
分
で
記
載
で
き
る
部
分
、
た
と

え
ば
、
扶
養
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
社

会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
な

ど
の
欄
は
あ
ら
か
じ
め
記
入
し
、
待
時

間
の
短
縮
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
所
得
控
除
に
必
要
な
証
明
書

類
も
、
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
県
統
計
に
よ
る
と
、
農
家
の

所
得
の
う
ち
、
農
外
所
得
は
農
家
一
世

帯
当
り
五
六
・
九
’
％
と
、
農
業
所
得
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
出
か
せ
ぎ
や
日
雇
い
、
あ
る
い
は
出

ば
た
、
養
鯉
等
の
所
得
も
、
農
業
所
得

と
あ
わ
せ
て
申
告
し
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
正
し
い
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

よ
り
公
平
な
負
担
を
求
め
ら
れ
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
は
》
v

◎
＋
日
町
税
務
署

　
　
十
日
町
局
　
二
ー
三
一
八
一
番

◎
役
場
税
務
課

　
　
千
手
局
　
　
　
　
　
二
一
〇
番

固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧

　
昭
和
四
十
七
年
度
分
の
固
定
資
産
税

算
定
の
も
と
に
な
る
固
定
資
産
課
税
台

帳
を
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

※
期
間
お
よ
ぴ
時
間

　
　
　
　
三
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

　
　
　
　
休
日
を
除
く
日
の
、
午
前
八

　
　
　
　
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

　
　
　
　
た
だ
し
、
土
曜
日
は
午
前
中

　
　
　
　
の
み
。

※
場
　
　
所

　
　
　
　
役
場
税
務
課
で

㊨
辮
鱗
語
鰯
陥
騨
轍

年
度
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し

宅
地
、
山
林
の
一
部
と
新
増
築
家
屋
に

つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

宅
地
お
よ
ぴ
山
林
の
一
部
：
：
：

　
課
税
標
準
額
が
一
〇
～
三
〇
％
の

　
範
囲
内
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。

新
増
築
家
屋
：
：
：

　
現
年
度
分
と
比
較
し
て
、
建
築
費
の

　
上
昇
等
に
よ
っ
て
、
課
税
標
準
額
が

　
五
～
一
Q
％
程
度
上
回
り
ま
す
。

農
業
所
得
標
準
を

今
月
一
日
に
開
示

　
昭
和
四
十
六
年
分
農
業
所
得
標
準
が

一
日
に
開
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
所
得
税
や
住
民
税
な
ど
の
所
得
計
算

は
、
記
帳
に
基
づ
い
て
計
算
す
る
の
が

た
て
ま
え
で
す
。

　
し
か
し
、
農
業
所
得
で
は
、
標
準
課

税
制
度
が
適
法
と
さ
れ
て
お
り
、
所
得

を
所
得
標
準
で
計
算
し
て
申
告
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
標
準
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
抽
出

選
定
し
た
農
家
調
査
を
原
則
と
し
、
課

税
者
が
一
方
的
に
作
成
す
る
の
で
は
な

く
、
農
業
関
係
団
体
と
資
料
や
意
見
交

換
な
ど
、
標
準
の
妥
当
性
を
検
討
し
合

い
、
適
正
な
課
税
に
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。

小
電
気
工
事
は

　
サ
1
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

　
こ
れ
ま
で
、
既
設
の
家
屋
に
電
灯
、

受
ロ
コ
ン
セ
ン
ト
、
ス
イ
ッ
チ
等
の
増

設
や
取
り
替
え
工
事
な
ど
、
小
電
気
工

事
を
施
工
す
る
場
合
、
せ
っ
か
く
、
電

　
そ
こ
で
、
こ
の
不
便
を
な
く
す
た
め

に
、
今
月
一
日
か
ら
、
電
気
工
事
店
の

組
合
で
あ
り
ま
す
新
潟
県
電
気
工
事
工

業
組
合
十
目
町
支
部
内
に
、
小
電
気
工

事
を
専
門
に
す
る
軽
電
気
工
事
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
皆
様
の
利
便

を
は
か
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
新
築
家
屋
の
電
気
工
事
の

場
合
い
ま
ま
で
ど
お
り
電
気
工
事
店
を

既
設
家
屋
の
小
電
気
工
事
な
ら
軽
電
気

工
事
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
東
北
電
力
株
式
会
社
十
日
町

営
業
所
お
よ
ぴ
出
張
所
、
お
近
く
の
電

器
商
組
合
加
入
店
で
も
、
工
事
の
取
り

次
ぎ
を
い
た
し
ま
す
。

　
　
新
潟
県
電
気
工
事
工
業
組
合

　
　
＋
日
町
支
部

　
　
　
　
雛
講
二
九
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

都
道
府
県
が
共
同
で

自
治
医
科
大
学
設
立

　
地
域
社
会
の
医
療
確
保
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め
、
全
国
の
都
道
府
県
が

共
同
し
て
設
置
し
た
学
校
法
人
に
よ
る

自
治
医
科
大
学
が
で
き
ま
し
た
。

　
学
校
所
在
地
は
栃
木
県
南
河
内
町
で

修
学
資
金
貸
与
制
と
全
寮
制
を
特
色
に

し
て
い
ま
す
。

　
修
学
資
金
貸
与
制
と
い
う
の
は
、
入

学
料
、
授
業
料
そ
の
他
大
学
に
納
付
す

る
す
べ
て
の
経
費
の
ほ
か
、
生
活
費
の

一
部
に
つ
い
て
も
、
都
道
府
県
の
負
担

に
よ
っ
て
学
校
法
人
が
貸
与
す
る
制
度

で
、
貸
与
期
間
を
基
準
に
、
一
定
期
間

へ
き
地
の
病
院
や
診
療
所
に
勤
務
す
る

と
、
返
還
を
免
除
す
る
こ
と
も
制
度
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

編
　
集
後
　
記

上
村
晴
美
福
榮
長
女

小
林
　
利
明
　
正
　
幸
長
男

野
澤
　
光
輝
　
惣
太
郎
長
男

田
村
　
容
子
　
信
　
治
長
女
　
鶴
　
吉

田
中
　
学
勝
弘
長
男
発
電
所
通

田
村
　
正
和
允
伸
長
男
　
鶴
　
吉

宮
澤
　
和
代
　
由
志
三
二
女
　
山
野
田

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
仁

　
　
　
　
星
名
昭
夫
野
口

　
　
　
　
橋
本
み
さ
子
　
埼
　
玉
か
ら

　
　
　
　
五
＋
嵐
博
野
口

　
　
　
　
野
澤
ト
キ
エ
野
口
か
ら

ー
ー
…
・
…
」
癬

戸
籍
の
窓
か
ら
四
（
◎
新
郎

ミ藍

…
亀
亀
も
◎
新
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
新
郎

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に
　
◎
新
婦

　
　
…
　
　
　
　
　
（
◎
新
郎

藝
悪
に
工
蕩
通
込
ん
だ
に
も
（
◎
新
郎

カ
カ
わ
ら
ず
、
な
カ
な
カ
、
す
ぐ
に
は
　
◎
新
婦

軽
醜
麟
就
脚
暮
纏
誘
（
◎◎
雛

上
野
◎
新
婦

中
仙
田
（
◎
新
郎

仁
田
◎
新
婦

　
　
　
高
橋
貞
雄

　
　
　
加
藤
み
ょ
子

　
　
　
野
上
芳
暢

　
　
　
小
川
ミ
キ

　
　
　
高
橋
紘
三
坪
山

　
　
　
佐
藤
か
ほ
る
千
葉
か
ら

　
　
　
高
橋
光
行
赤
谷

　
　
　
片
桐
　
チ
カ
　
小
白
倉

　
　
　
南
雲
道
男
三
領

　
　
　
鈴
木
　
晴
子
　
千
　
葉
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

藤数中清中
巻藤嶋水村

立ス　 ト俊
吉ミ壮メ郎

野
澤
悦
太
郎

桑
原
キ
ョ

小
川
マ
サ

離
ら
蓼

＋
日
町
力
ら

岩上野寺沖上下坪
　　　ケ　　 平
瀬野口崎立野新山
　　　　　　田

八八七六六六五
七一七九七〇五〇

＊
＊
、
前
号
の
保
育
園
児
募
集
記
事
中
、

上
野
保
育
園
の
募
集
対
象
説
明
に
誤
り

が
あ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

原
稿
整
理
の
不
備
で
、
深
く
自
戒
し
て

い
ま
す
。

＊
＊
中
仙
田
の
小
林
佐
平
さ
ん
か
ら
、

自
作
の
〃
月
見
荘
の
歌
〃
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
登
載
で

き
な
い
の
は
残
念
で
す
。

＊
＊
社
会
課
の
事
務
と
し
て
、
出
か
せ

ぎ
中
の
皆
さ
ん
に
広
報
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
遠
く
で
広
報
を
手
に
し
た
皆

さ
ん
か
ら
「
な
つ
か
し
い
」
と
い
う
た

よ
り
を
ち
ょ
う
だ
い
す
る
と
き
、
仕
事

み
ょ
う
（
冥
）
利
を
感
じ
ま
す
。
ど
う

か
ご
無
事
で
。

＊
＊
「
納
税
メ
モ
」
は
、
今
回
だ
け
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
小
自
倉
　
　
　
　
石

敬
老
の
会
場
に
あ
り
大
火
鉢

葉
牡
丹
の
生
き
生
き
と
し
て
冬
の
雨

蔵
開
き
先
祖
代
々
農
に
生
く

日
お
も
て
の
障
子
に
と
ま
り
冬
の
蝿

　
　
　
　
在
草
加
金
子
洋
石

卒
業
の
記
念
の
サ
イ
ン
交
し
け
り

蕗
の
と
う
出
て
い
て
崖
の
土
こ
ぼ
れ

　
　
　
　
小
自
倉
片
桐
玉
章

酔
い
人
の
唄
の
過
ぎ
ゆ
く
春
の
宵

風
花
の
町
に
花
売
る
い
つ
も
の
娘

　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

息
白
し
我
も
貧
し
き
言
葉
吐
く

み
そ
さ
ざ
い
し
き
り
に
雪
を
告
ぐ
る
か
に

　
　
　
在
千
葉
出
稼
　
中
条
歳
　
一

ふ
る
さ
と
へ
梅
一
輪
を
添
う
る
文

4わにレ

俳
慮

太
田
自
南
風
選

　
　
　
江
口
凡

4




